
 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日 本 文 学 １０００３    久留原 昌宏  ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 国語ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱの学習を受けて、３年生ではさらに社会人として必要な日本語で書かれた文章の理解力、および日本語による表

現力を身につけさせたい。そこで本講義では、さまざまな近現代の日本語の文章（小説・エッセイ・評論・詩、等）を学習し、国語力

を高めると共に、近現代の日本文化全般に対する理解と認識を深めることを目標とする。 

［授業の内容］ 

すべての内容は JABEE 基準１（１）の（a）、および学習・教育

目標（Ａ）の＜視野＞に対応する。 

前 期 

第１週 エッセイ  止まることを恐れない（神津カンナ）① 

第２週 エッセイ  止まることを恐れない（神津カンナ）② 

第３週 エッセイ  止まることを恐れない（神津カンナ）③  

第４週 小 説   春愁（三浦哲郎）①          

第５週 小 説   春愁（三浦哲郎）②          

第６週 小 説   春愁（三浦哲郎）③          

第７週 小 説   春愁（三浦哲郎）④          

第８週 前期中間試験  

第９週 前期中間試験の反省 

評 論  折り紙の夢（伊部京子）① 

第１０週  評 論  折り紙の夢（伊部京子）②       

第１１週  評 論  折り紙の夢（伊部京子）③       

第１２週  評 論  折り紙の夢（伊部京子）④       

第１３週  詩  僕はまるでちがって（黒田三郎）、他① 

第１４週  詩  僕はまるでちがって（黒田三郎）、他②   

第１５週  詩  僕はまるでちがって（黒田三郎）、他③   

 

 

 

後 期 

第１週 前期末試験反省 

短 歌・俳 句 （与謝野晶子、他）① 

第２週  短 歌・俳 句 （与謝野晶子、他）② 

第３週  短 歌・俳 句 （与謝野晶子、他）③   

第４週  短 歌・俳 句 （与謝野晶子、他）④ 

第５週  評 論   小さな巨人の時代（丸山健二）① 

第６週  評 論   小さな巨人の時代（丸山健二）②    

第７週  評 論   小さな巨人の時代（丸山健二）③    

第８週 後期中間試験 

第９週 後期中間試験反省 

エッセイ 逆さに地図を眺めてごらん（小松左京）①

第１０週 エッセイ 逆さに地図を眺めてごらん（小松左京）②

第１１週 小 説  高瀬舟（森鴎外）① 

第１２週 小 説  高瀬舟（森鴎外）② 

第１３週 小 説  高瀬舟（森鴎外）③ 

第１４週 小 説  高瀬舟（森鴎外）④ 

第１５週 小 説  高瀬舟（森鴎外）⑤ 

     年間授業の反省・授業反省アンケート 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日 本 文 学（つづき）   １０００３    久留原 昌宏  ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１、それぞれの教材文をよく読解し、内容を自分のものとするこ

とができる。 

２、教材本文や漢字テキストに出てきた漢字・語句について、正

確な読み書きと用法を習得する。 

３、小説文においてはあらすじを把握し、登場人物の心情・行動

を理解することができる。 

４、エッセイ・評論文においては、作者の表現意図を理解し、論

理の展開を把握することができる。 

 

 

 

５、小説文・詩歌においては、鑑賞能力を養い、読解後自分なり

の感想を文章にまとめることができる。 

６、エッセイ・評論文においては、各段落、および全体の要旨を

まとめることができる。 

７、作品・作者が書かれた背景について理解し、文学史的知識を

身につける。 

８、詩歌教材をヒントにして、自らの心情を詩歌作品として表現

することができる。 

９、学習した事柄を踏まえ、自分の意見を「公の言葉」で口頭発

  表できる能力を身につける。 

［注意事項］  

授業中は学習に集中し、内容に対して積極的に取り組むこと。疑問が生じたら直ちに質問すること。出された課題は、その都度必ず

提出すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 国語Ⅰ・Ⅱの学習内容全般。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。漢字・語句に関する小テストを１０回程度課する。また夏休みの宿題

として課題図書による読書感想文を課する。 

教科書：「高等学校 新現代文 改訂版」（大修館書店） 

参考書：「増補改訂 新訂総合国語便覧」（第一学習社）、「改訂版 漢字とことば常用漢字アルファ」（桐原書店）、「新選国語辞

典 第八版 ワイド版／２色刷」（小学館）、「新版 漢語林 第２版」（大修館書店） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

定期試験（期末試験）および平常試験（中間試験、小テスト、提出課題等）をもとに、前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回

の試験の平均点を６０％、小テスト・提出課題等の結果を４０％として評価する。 

［単位修得要件］ 

定期試験および平常試験、小テスト、提出課題等の結果、学業成績で６０点以上を修得すること。 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅱ １００４１ 長瀬  ３ 通年 ３ 必 

 

［授業の目標］２年生に引き続いて,微分積分学の学習を行う。微分積分学は自然科学や工学の学習の基礎となる学問である。前半は

微分の学習をさらに深めて行く。半ば頃から独立変数が２つの関数の微分（偏微分）とその応用について述べる。さらに,２変数の関

数の積分について学習する。 

［授業の内容］ 

すべての授業の内容は,学習・教育目標（B）＜基礎＞および JABEE

基準 1(1)(c)に対応する。 

前期 

第１週 ２年微分の復習 

第２週 ２年微分の復習 

第３週 第２次導関数と曲線の凹凸（１） 

第４週 第２次導関数と曲線の凹凸（２） 

第５週 逆関数と導関数 

第６週 曲線の媒介変数表示と微分 

第７週 復習と演習 

第８週 中間試験 

第９週 極座標表示と曲線 

第１０週 平均値の定理と応用 

第１１週 テイラーの定理（１） 

第１２週 テイラーの定理（２） 

第１３週 ２変数関数のグラフ          

第１４週 ２変数関数の極限  

第１５週 偏導関数の定義  

 

 

後期 

題１週 偏導関数の計算 

第２週 合成関数の偏導関数 

第３週 ２変数関数の極大と極小（１） 

第４週 ２変数関数の極大と極小（２） 

第５週 陰関数定理 

第６週 条件付き極値問題 

第７週 復習と演習 

第８週 中間試験 

第９週 ニ重積分の定義 

第１０週 ニ重積分と累次積分 

第１１週 積分の順序変更 

第１２週 体積計算への応用 

第１３週 極座標による重積分 

第１４週 広義積分への応用 

第１５週 復習と演習 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅱ １００４１ 長瀬 ３ 通年 ３ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．２年生の範囲の微分に関する知識が定着していること。 

２．第２次導関数とその曲線の形状との関係が理解できる。 

３．曲線の媒介変数表示とその接ベクトルの概念が理解できる。

４．平均値の定理を理解しロピタルの定理に基づいて極限計算が

できる。 

５．テイラーの定理を理解し、関数のテイラー展開の計算ができ

る。 

６．２変数関数のグラフ（曲面）を理解できる。 

７. 偏導関数の意味を理解し計算することができる。 

８．合成関数の偏導関数を理解しその計算を行うことができる。

９．２変数関数の極値を理解し簡単な関数について極値を求める

ことができる。 

１０．陰関数の微分を計算できる。 

１１．二重積分の概念と性質を理解できる。 

１２．二重積分と累次積分の関係が理解し計算をすることができ

る。 

１３．極座標変換による二重積分の計算をすることができる。 

１４．二重積分を用いて立体の体積を計算できる。 

 

 

 

 

［注意事項］  授業中とテスト直前の学習のみでなく，平常時の予習・復習も大切にして下さい。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ２年生で学んだ基礎的な微分積分の計算については，よく習熟していることを期待します。

［レポート等］ 夏期、冬期休業に課題を出します。適宜小テスト、宿題を課します。また必要に応じて補習，レポート、再試を課し

ます。 

教科書：「新編高専の数学３」 田代嘉宏他（森北出版） 

参考書：「新編高専の数学２，３問題集」 田代嘉宏他（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

４回の定期試験（前期中間、前期末、後期中間、学年末）の平均点で評価する。ただし、学年末試験を除く３回の試験が６０点に達し

ていない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を

再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅲ １００４２ 川本 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

１．微分積分Ⅰで学習した内容に続き、１変数関数の積分の学習を更に深めて行く。その結果を面積体積等の計算に応用する。 

２．工学の諸分野の理解には線形代数の理解が必要である。行列式に関する学習を行う。 

 

［授業の内容］ 

すべての授業の内容は,学習・教育目標（B）＜基礎＞および JABEE

基準 1(1)(c)に対応する。 

前期 

第１週  2 年生範囲の積分の復習（積分の基本性質） 

第２週  2 年生範囲の積分の復習（積分の基本公式） 

第３週  2 年生範囲の積分の復習（置換積分） 

第４週  2 年生範囲の積分の復習（部分積分） 

第５週  いろいろな関数の積分 

第６週  無理関数の積分（１） 

第７週  総合的な復習と演習 

第８週  中間試験 

第９週  無理関数の積分（２） 

第１０週 分数関数の積分（１） 

第１１週 分数関数の積分（２） 

第１２週 ３角関数の積分（１） 

第１３週 ３角関数の積分（２） 

第１４週 総合的な復習と演習 

第１５週 総合的な復習と演習  

 

 

 

 

 

後期 

第１週  和の極限値としての定積分 

第２週  面積の計算 

第３週  体積の計算      

第４週  曲線の長さ（１）  

第５週  曲線の長さ（２）   

第６週  広義積分 

第７週  復習と演習 

第８週  中間試験 

第９週  行列式の定義 

第１０週 行列式の性質 

第１１週 行列式の展開と積 

第１２週 逆行列 

第１３週 連立１次方程式 

第１４週 掃き出し法 

第１５週 復習と演習 
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授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

微分積分Ⅲ １００４２  川本 ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．２年生の範囲の積分に関する知識が定着していること。 

２．いろいろな関数（無理関数,分数関数,三角関数等）の積分の

計算ができる。 

３．区分求積法と積分の関係が理解できる。 

４．積分の応用として面積,体積,長さを計算できる。 

５．広義積分の概念理解しその計算を行うことができる。 

６．行列式の概念と性質を理解できる。 

７．行列式の計算を行うことができる。 

８．行列の正則条件と行列式の関係を理解し逆行列の計算を行う

ことができる。 

９．クラーメルの公式を理解し計算を行うことができる。 

 

 

［注意事項］  授業中とテスト直前の学習のみでなく，平常時の予習・復習も大切にして下さい。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ２年生で学んだ基礎的な微分積分の計算については，よく習熟していることを期待します。

［レポート等］ 夏期、冬期休業に課題を出します。適宜小テスト、宿題を課します。また必要に応じて補習，レポート、再試を課し

ます。 

教科書：「新編高専の数学３」 田代嘉宏他（森北出版） 

参考書：「新編高専の数学２，３問題集」 田代嘉宏他（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］  

４回の定期試験（前期中間、前期末、後期中間、学年末）の平均点で評価する。ただし、学年末試験を除く３回の試験が６０点に達し

ていない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を

再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語Ⅲ １００６４ 三上 明洋 ３ 通年 ２ 必 

［授業の目標］ 

 英語Ⅰ・Ⅱで学習し身につけた英語の知識・技能を活用し、外国映画を題材に、そこに使われている英語表現を学習すると同時に、

その背景にある外国文化の理解を深めることを目的とする。 

［授業の内容］ すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞

[ JABEE 基準 1(1)(a)]および（C）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]

に対応する． 

 

【前期】 

第１週    授業の概要説明 

第２・３週  Unit １ 

第４・５週  Unit ２ 

第６・７週  Unit ３ 

第８週    前期中間試験 

第９・１０週 Unit ４ 

第１１・１２週 Unit  ５ 

第１３・１４週 Unit ６ 

第１５週    まとめ、演習 

 

 

 

 

【後期】 

第１・２週  Unit ７ 

第３・４週  Unit ８ 

第５・６週  Unit ９ 

第７週    まとめ、演習 

第８週 後期中間試験 

第９・１０週 Unit １０ 

第１１・１２週 Unit  １１ 

第１３・１４週 Unit １２ 

第１５週    まとめ、演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． 学習した映画のシーンを見て、その大まかな内容が理解でき

る。  

２．学習した映画のシーンの内容に関する質問に簡単な英語で答

えることができる。  

３. 学習した映画のシーンで使われている英単語・熟語・構文を

聞いてその意味を理解し、その英語を書くことができる。  

 

 

 

４. 学習した映画のシーンにおける台詞を適切に使って表現する

ことができる。  

５．学習した映画のシーンに出てくる文法事項が理解できる。 

６．映画の背景にある外国文化の影響を理解することができる。

 

［注意事項］ 授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れることが望ましい。その手助けとなるよう、

授業に関連した課題、レポートを課すことがあるので、提出期限を守り、計画的に学習を進めるよう努力すること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた英語運用能力 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える。ＬＬ教室において発話をテープ録音し提出させることがある。 

教科書：ミュージック・オブ・ハートー映画・音楽・リスニングー （英宝社） 

参考書：工業英語ハンドブック（日本工業英語協会） 

 

【学業成績の評価方法および評価基準】 

定期試験，中間試験の結果を５割、課題（レポート）・小テスト・口頭発表の結果を３割、語彙テストの結果を２割とし、その合計

点で評価する。ただし，前・後期中間試験及び前期末試験で６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験

の成績を上回った場合には、６０点を上限としてその試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

【単位修得要件】 

学業成績で 60 点以上を取得すること。また、英語科が定期的に実施する語彙テストで６割以上正解すること。 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎数学 １００９０ 数学科全員 ３ 後期 １ 必 

 

［授業の目標］ 

 現在までに学んだ数学の中で、専門分野の理解に必要な最低限度の数学知識が身についているか否かを示す。 

［授業の内容］ 

すべての授業の内容は,学習・教育目標（B）＜基礎＞及び Jabee

基準１の(1)(c)に対応する。 

第１週 数と式 

第２週 ２次関数 

第３週  方程式と不等式  

第４週 指数と対数関数 

第５週 三角関数 

第６週 三角関数 

第７週 復習と演習 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 平面上の図形 

第１０週 微分 

第１１週 微分 

第１２週 ベクトル 

第１３週 積分 

第１４週 積分 

第１５週 復習と演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．数式を整理でき、基本的な方程式や不等式の解が求められる。

２．２次関数に関する基本を理解している。 

３．指数 対数に関する基本を理解しその計算ができる。 

４．三角関数に関する基本を理解しその計算ができる。 

５．平面上の図形（点、距離、直線等）の基本を理解している  

６．直線、円等の方程式と幾何的な対象物の対応ができる。 

７．基本的な関数の極限計算ができる。 

 

 ８．基本的な関数（有理関数、指数対数関数、三角関数等）の

微分を求めることができる。 

 ９．関数の増減と微分の関係を理解し、関数のグラフをかくこと、

極値を求めることができる。 

１０．関数の微分と関数のグラフと接線の関係を理解している。

１１．ベクトルの基本を理解している。 

１２．基本的な積分の計算ができる。 

１３．積分の応用として２次元図形の面積の計算に適用できる。

 

［注意事項］ 専門分野を理解してゆくための欠くことのできない予備知識である。したがって、完璧に理解してください。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］１，２学年で学んだ基本的な事柄。 

［レポート等］ 理解を深めるため，毎回，演習課題を与える。 

 教科書：本校数学科作成の問題集。  

 参考書：「新編高専の数学１－３」（森北出版）、「新編高専の数学１－３ 問題集」（森北出版）    

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

２回の定期試験（後期中間、学年末）の平均点で評価する。ただし、後期中間試験が６０点に達しなかった者には再試験を課し、再試

験の成績が上回った場合には、６０点を上限として後期中間試験の成績を置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

（総合基礎）物理 １００９１ 大矢、田村 ３ 後期 １ 必 

 

［授業の目標］ 

１年から３年生まで習ったことを、問題演習を中心として総復習し、理解を確実にし、物理の実力を付ける。 

［授業の内容］第１週～第１５週の内容はすべて、高専型｢生産シス

テム工学｣教育プログラム学習・教育目標（B）<基礎>（ｃ）および電

気工学科学習・教育目標（B）<基礎>そして JABEE 基準 1(1)(c)に相

当する。 

 

授業は問題演習を中心とする。 

問題集ステップ１の問題の理解を確実にする。 

ステップ１の問題が理解できたものは、ステップ２の問題を行う。

 

第１週 運動と力 

第２週 物体の運動 

第３週 力と運動 

第４週 力と運動（Ⅱ） 

第５週 運動量 

第６週 仕事と力学エネルギー 

第７週 力学総合問題 

第８週 中間試験 

 

 

 

 

 

第９週 波の性質 

第１０週 電界と電位 

第１１週 電界と電位 

第１２週 電流回路 

第１３週 電流回路 

第１４週 電流回路 

第１５週 総合問題 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１年から３年生に習った物理の基礎的内容（物理１Ｂの教科書に書か

れている内容）を確実に理解すること。 

特に 

１． 等加速度直線運動について、運動方程式を作り運動が計算でき

る。 

２． エネルギー保存の法則を使った物体の運動の計算ができる。 

３． 波の基礎が理解されている。 

 

 

 

４． 電界、電位が理解され、これらを含む計算ができる。 

５． 抵抗の直列、並列接続を含む回路の電流、電圧の計算ができ

る。 

６．キルヒホッフの計算ができる。 

［注意事項］習熟度別のクラス編成にするが、試験は、統一問題で行う。試験は、基本問題（問題集のステップ１のレベル）を主にする

が、ステップ２のレベルからも出題の予定である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ １～３年生の物理の基礎を理解している。範囲が広く、一夜漬けの勉強では実力を付けられ

ない。 

理解していないものは、日頃、あるいは夏休みなどを利用して、自宅で復習すること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，定期試験以外にテストを行う。 

 教科書：「高等学校物理ⅠＢ 問題集」、「物理ⅠB」（啓林館）  

[学業成績の評価方法および評価基準] 後期中間・学年末の２回の試験の平均点で評価する。ただし、後期中間試験で６０点を取得でき

なかった場合にはそれを補うための再試験を行う。その場合の評価は、６０点を限度とする。 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語 A） １００９２ 齊藤 園子 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

   英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、まとまりのある文章をできる限り速く正確に読む方法を学習するとともに、

その基礎となる英語構文を学習する 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、機械工

学科学習・教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 授業の概要 

第２週  １３．笑いの効能 

第３週  英語構文テスト (1)    

１４．地震の予知 

第４週  英語構文テスト (2) 

１５．チンパンジーと人の類似性 

第５週  英語構文テスト (3) 

１６．遺伝子操作の功罪 

第６週  英語構文テスト (4) 

第７週  Review 英語構文テスト(5) 

第８週 後期中間試験 

 

 

第９週  Review 

第１０週  英語構文テスト (6) 

        １７．良い親とは何か 

第１１週  英語構文テスト (7) 

１８．変わりゆくことばの意味 

第１２週  英語構文テスト (8) 

          １９．子どもの言語習得 

第１３週  英語構文テスト (9) 

     ２０．会話と独白 

第１４週  英語構文テスト(10) 

第１５週  総復習 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． まとまりのある英文の内容が理解できる 

２．まとまりのある英文の流れをつかみながら、できる限り速く

正確に内容を読み取ろうとすることができる 

 

３．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける 

４．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる  

５. 教科書本文に関連した英文を聞き取ることができる。 

６．基礎的な英語構文の意味を理解し、それらを使った簡単な英

文が書ける 

［注意事項］ 

1. 積極的に授業に参加する（自主的に発表する習慣をつける）。 

2. 自学自習を習慣づけて、必ず予習をして授業に臨むこと。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容に関連した課題、レポートを適宜与える。また、定期的に英語構文に関するテストを行う 

 教科書：Take Pleasure in Your English Reading  （数研出版） 

 参考書：コンパクト 英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の成績を７割、小テストの成績を３割として評価する。中間試験が６０点に達していない場合は、それを補うための

再試験・課題を課し、６０点を上限として再評価する。  

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語 A） １００９２ 三上 明洋 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

   英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、shadowing の訓練をすることによって、英語の発音、リズム、イントネーシ

ョンに慣れ、リスニング力の向上につなげることを目標とする。また、基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英

語で表現できる力を養う 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、学習・

教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 授業の概要 

第２週  Chapter 7 音を辞書で引く楽しさ！  

ネイティブに訊く楽しさ！ 

第３週  Chapter 7 音を辞書で引く楽しさ！  

ネイティブに訊く楽しさ！ 

第４週  Chapter 8 音に対するスタミナ 

第５週  Chapter 8 音に対するスタミナ 

第６週  Chapter 9 日本人に一番苦手な音は何？ 

第７週  Chapter 9 日本人に一番苦手な音は何？ 

第８週 後期中間試験 

 

 

 

 

第９週  Chapter 10 イントーネ－ションで豊かな表現を！ 

第１０週  Chapter 10 イントーネ－ションで豊かな表現を！ 

第１１週  Chapter 11 アメリカ英語とイギリス英語との違い 

第１２週  Chapter 11 アメリカ英語とイギリス英語との違い 

第１３週  Chapter 12 音の切り方は文法の切り方とは異な

る！ 

第１４週  Chapter 12 音の切り方は文法の切り方とは異な

る！ 

第１５週  まとめと演習 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．学習した英文を shadowing することができる。 

２．学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

３．学習した英文を聞いて、その英語を書き取ることができる。

 

４．教科書・参考書に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解

およびその英語が書ける。 

５．教科書・参考書に出てきた文法事項が理解できる。  

 

［注意事項］ 

１．積極的・自主的に shadowing の練習に参加すること。 

２．定期的に行われる構文テストには、自学自習を習慣づけて受験すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える. また、shadowing の試験、英語構文に関するテストを行う 

 教科書：A New Approach to Natural English 〔開文社〕 

 参考書：コンパクト 英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を５割、shadowing・課題・小テストの成績を５割として評価する。また、前半の成績（中間試験・shadowing・

課題・小テスト）が６０点に達していない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語）Ｂ１ １０１７４ 長井 みゆき ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語Ⅰ・Ⅱで学習した事項を復習し、基本的な英語構文の意味、用法を理解し、それらを使い、英語で表現できる力を養う。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

第 1週 授業の概要説明 助動詞を含む構文（１） 

第２週 助動詞を含む構文（２） 

第３週 仮定法を用いた構文（１） 

第４週 仮定法を用いた構文（２） 

第５週 接続詞を含む構文（１） 

第６週 接続詞を含む構文（２） 

第７週 まとめと演習 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 比較構文（１） 

第 10 週 比較表現（２） 

第 11 週 譲歩構文 

第 12 週 無生物主語を含む構文 

第 13 週 間接疑問・同格・強調・倒置 

第 14 週 名詞構文 

第 15 週 まとめと演習 

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１． 教科書にある構文を含む英語の意味・用法を理解することが

できる。 

２． 科書にある構文を用いて、簡単な事柄について英語で表現で

きる。 

 

３．教科書にある英単語・熟語の意味を理解し、書くことができ

る。 

［注意事項］ 

１． 必ず予習をすること。            

２．積極的に授業に参加すること。 

３．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。 

４．毎回授業中に使用するので、英和・和英辞書を持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］授業と関連した練習問題、小テストを行う。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：前年度まで使用した教科書、参考書、および辞書 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期考査の平均点を６割、課題・小テスト・を４割として 100 点法で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

（総合基礎）英語（Ｂ） １００９２ 林  浩士 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 既習の文法事項を復習し、それらを含む基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英語で表現できる力を養う 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（Ｃ）と JABEE 評価基準 1(1)(f)

に対応する 

 

第１週 授業の概要説明  

    助動詞を含む構文（１）     

第２週 助動詞を含む構文（２）  

第３週 仮定法を用いた構文（１） 

第４週 仮定法を用いた構文（２） 

第５週 接続詞を含む構文（１） 

第６週 接続詞を含む構文（２） 

第７週 まとめと演習 

第８週 中間試験 

第９週 比較構文（１） 

第１０週 比較表現（２） 

 

  

 

 

第１１週 譲歩構文  

第１２週 無生物主語を含む構文 

第１３週 間接疑問、同格、強調・倒置 

 第１４週 名詞構文 

第１５週 まとめと演習  

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１ 「授業の内容」に示した構文を含む英語の意味・用法を理解

することができる 

２ 「授業の内容」に示された構文を使って、簡単な事柄につい

て英語で表現することができる。 

 

 

３ 教科書の英文中の英単語、熟語の意味の理解、およびその英

語が書ける。 

［注意事項］授業で扱われる文法・構文はすべて基本的で重要なものばかりなので、繰り返し学習・訓練ししっかりと身につけること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた基本的な文法事項 

［レポート等］ 授業内容と関連した演習課題を与える. また、定期的に英語構文に関する小テストを行う 

教科書：コンパクト英語構文 100 （数研出版） 

参考書：高校総合英語 Bloom（桐原書店）, カレッジライトハウス英和辞典 （研究社） 

【学業成績の評価方法および評価基準】 

定期試験，中間試験の結果を７割、課題（レポート）・小テストの結果を３割とし、その合計点で評価する。ただし，後期中間試験

で６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてその試験

の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。また、クラス編成時のデータに基づいてクラス間の習熟度差を補正反映させて評価を

行う。 

【単位修得要件】 

学業成績で 60 点以上を取得すること  



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

総合基礎（英語）Ｃ  中井 洋生 ３ 後期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語ⅠⅡで学習した事項をもとに、基本的な英語構文に関する理解を深め、簡単な英語を活用する能力を育成する． 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

前期 

第１週 Introduction  仮定法を含む構文（１） 

第２週 仮定法を含む構文（２） 

第３週 接続詞を含む構文（１） 

第４週 接続詞を含む構文（２） 

第５週 比較構文（１） 

第６週 比較構文（２） 

第７週 譲歩構文 

第８週 中間試験 

第９週 無生物主語を含む構文 

第１０週 間接疑問・同格 

 

 

 

第１１週 強調構文・倒置構文 

第１２週 名詞構文・省略・不定代名詞・再起代名詞 

第１３週 まとめと演習（１）仮定法・接続詞 

第１４週 まとめと演習（２）比較・譲歩 

第１５週 まとめと演習（３）無生物主語・間接疑問 

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１．英語の文型を利用して簡単な英文を作ることができる。 

２．英文の要素を理解し、文を完成させることができる。 

３．教科書にある構文を理解し、使用できる。 

４．教科書にある単語・熟語の意味を理解し、使うことができる。

５．目標達成のため自主的・継続的に学習できる。 

 

［注意事項］毎回の授業分の予習をした上で、積極的に授業に参加すること．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］到達目標の達成度を確認するため随時小テストを課す。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：チャート式 LEARNER’S 高校英語（数研出版）、カレッジライトハウス英和辞典、 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を６割、小テスト・授業時の成績を２割、課題を２割として１００点法で評価する。ただし、前半の成績（中

間試験・小テスト・授業時・課題）が６０点を達成できない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評

価し前半の成績とする。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



「 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

保健体育 １００８０ 宮崎雄三 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 各運動を通じて、基本的な運動能力の向上と基本的技能の習得を図る。ゲームや集団競技において協調性や個人の役割を自覚し、チ

ームの力量に応じた練習やゲームができるようにする。余暇活動の一環として、運動を楽しみ、実践することによって活動的で豊かな

生活を助長し、心身の健全な発達を促す。 

［授業の内容］ 

前期 

第１週 スポーツテスト 

第２週 スポーツテスト 

第３週 バレーボール基本練習（パス、トス、サーブ） 

第４週 バレーボール基本練習（アタック、ブロック、レシーブ）

第５週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第６週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第７週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第８週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第９週 バレーボール基本練習、ゲーム 

第１０週 水泳（平泳ぎ、クロール、背泳） 

第１１週 水泳 

第１２週 水泳 

第１３週 水泳 

第１４週 バレーボール、ゲーム 

第１５週 バレーボール、ゲーム 

 

後期 

第１週 サッカー基本練習（キック、ドリブル、リフティング）

第２週 サッカー基本練習（パス、トラップ）、ミニゲーム 

第３週 サッカー基本練習、ミニゲーム 

第４週 サッカー基本練習、ミニゲーム 

第５週 サッカー基本練習、ミニゲーム 

第６週 サッカーゲーム 

第７週 サッカーゲーム 

第８週 サッカー実技テスト 

第９週 長距離走、サッカーゲーム 

第１０週 長距離走、サッカーゲーム 

第１１週 長距離走、サッカーゲーム 

第１２週 長距離走、サッカーゲーム 

第１３週 長距離走、サッカーゲーム 

第１４週 サッカーゲーム 

第１５週 サッカーゲーム 

（雨天時は、バドミントン） 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１、 バレーボールの対人パス（ロングパス、バックパス）とサー

ブが正確に出来るか。 

２、 バレーの連続トス（オーバー・アンダートス）が 20 回出来

るか。 

３、 水泳において 3種目 25Ｍ完泳できるか。1種目１００Ｍ完泳

できるか。 

 

１、サッカーにおいてリフティング（インステップ、もも）と 

  トラップが正確にできるか。 

２、長距離走では、前年度より記録更新に向かって努力できたか。

［注意事項］ 

１、 服装は、学校指定の体操服、シューズを使用すること。 

２、 日直は、事前に担当教官の指示を受け、クラスの学生に連絡を徹底すること。 

３、 病気、ケガ等で見学する時は、事前に届けること。 

４、 水泳、長距離走において身体に障害（内臓疾患、皮膚病等）のある学生は、医師の診断書を提出すること。 

５、 バレーボールの授業は、第２体育館において実施する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

バレーボール、サッカーについての試合上のルールを覚えておくこと。 

［レポート、教科書、参考書］ 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

実技テストによる評価を８０点、授業に対する姿勢（出席状況、授業態度）を２０点として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講 A １０１７２ 齊藤 園子 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

  英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、まとまりのある文章をできる限り速く正確に読む方法を学習する 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、学習・

教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 Introduction 

第２週  1. ある名判事の判決 

第３週  ２．昔々 

第４週  ３．感謝の気持ち 

第５週  ４．新聞配達少年と未亡人 

第６週  ５．サンタクロースの起源 

第７週  ６．コンピュータはどれだけ教育に有効か 

第８週 前期中間試験 

 

 

第９週  Review 

第１０週  ７．ディズニー成功の秘密 

第１１週  ８．西洋音楽の普及の歴史 

第１２週  ９．障害との闘い 

第１３週 １０．エコツーリズム 

第１４週  １１．幇助による自殺―その是非 

第１５週  １２．ヒマラヤの環境保護 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． まとまりのある英文の内容が理解できる 

２．まとまりのある英文の流れをつかみながら、できる限り速く

正確に内容を読み取ろうとすることができる。 

３．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける。 

４．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる。  

５. 教科書本文に関連した英文を聞き取ることができる。 

 

［注意事項］ 

１．積極的に授業に参加する（自主的に発表する習慣をつける）。 

２．自学自習を習慣づけて、必ず予習をして授業に臨むこと。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える.  

 教科書：Take Pleasure in Your English Reading  〔数研出版〕 

 参考書：コンパクト英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を８割、小テストの成績を２割として評価する。ただし、クラス編成時のデータに基づいてクラス間の習熟度

差を補正反映させて評価する。また、前半の成績（中間試験・小テスト）が６０点に達していない場合は、それを補うための再試験・

課題を課し、６０点を上限として再評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講 A １０１７１ 三上 明洋 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

  英語Ⅰ・Ⅱで習得した英語の知識・技能を活用し、shadowing の訓練をすることによって、英語の発音、リズム、イントネーショ

ンに慣れ、リスニング力の向上につなげることを目標とする。また、基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英

語で表現できる力を養う 

［授業の内容］第１週から第１５週までの内容はすべて、学習・

教育目標（Ａ）および (Ｃ) の項目に相当する 

 

第１週 授業の概要 

第２週  Chapter 1 shadowing とは？        

第３週  Chapter 1 shadowing とは？ 

第４週  Chapter 2 Shadowing 5 箇条 

第５週  Chapter 2 Shadowing 5 箇条 

第６週  Chapter 3 耳から口への回路を開く         

第７週  Chapter 3 耳から口への回路を開く 

第８週 前期中間試験 

 

 

 

 

第９週  Chapter 4 意味はあとから自然とついてくる！ 

第１０週  Chapter 4 意味はあとから自然とついてくる！ 

第１１週  Chapter 5 音と文字の整合性       

第１２週  Chapter 5 音と文字の整合性       

第１３週 Chapter 6 聞き取れる人は発音がいい！ 

第１４週  Chapter 6 聞き取れる人は発音がいい！ 

第１５週  まとめと演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．学習した英文を shadowing することができる。 

２．学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

３．学習した英文を聞いて、その英語を書き取ることができる。

 

４．教科書・参考書に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解

およびその英語が書ける。 

５．教科書・参考書に出てきた文法事項が理解できる。  

 

［注意事項］ 

１．積極的・自主的に shadowing の練習に参加すること。 

２．定期的に行われる構文テストには、自学自習を習慣づけて受験すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた知識、技能 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与える. また、shadowing の試験、英語構文に関する試験を行う 

 教科書：A New Approach to Natural English 〔開文社〕 

 参考書：コンパクト英語構文 100 （数研出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を５割、shadowing・課題・小テストの成績を５割として評価する。ただし、クラス編成時のデータに基づい

てクラス間の習熟度差を補正反映させて評価する。また、前半の成績（中間試験・shadowing・課題・小テスト）が６０点に達してい

ない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講Ｂ１ １０１７４ 中井 洋生 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語Ⅰ・Ⅱで学習した事項を復習し、基本的な英語構文の意味、用法を理解し、それらを使い、英語で表現できる力を養う。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

第１週 授業の概要説明 基本文型 

第２週 it 中心の構文（１） 

第３週 it 中心の構文（２） 

第４週 to 不定詞を含む構文（１） 

第５週 to 不定詞を含む構文（２） 

第６週 分詞を含む構文（１） 

第７週 分詞を含む構文（２） 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 動名詞を含む構文（１） 

第 10 週 動名詞を含む構文（２） 

第 11 週 関係詞を含む構文（１） 

第 12 週 関係詞を含む構文（２） 

第 13 週 否定の構文（１） 

第 14 週 否定の構文（２） 

第 15 週 まとめと演習                   

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１． 教科書にある構文を含む英語の意味・用法を理解することが

できる。 

２． 科書にある構文を用いて、簡単な事柄について英語で表現で

きる。 

 

３．教科書にある英単語・熟語の意味を理解し、書くことができ

る。 

［注意事項］ 

１．必ず予習をすること。 

２．積極的に授業に参加すること。 

３．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。 

４．毎回授業中に使用するので、英和・和英辞書を持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］授業と関連した練習問題、小テストを行う。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：前年度まで使用した教科書、参考書、および辞書 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期考査の平均点を６割、課題・小テスト・を４割として 100 点法で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講Ｂ １０１７２ 林  浩士 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 既習の文法事項を復習し、それらを含む基本的な英語構文の意味・用法を理解し、それらを使って英語で表現できる力を養う 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（Ｃ）と JABEE 基準 1(1)(f)に

対応する 

 

第１週 授業の概要説明 基本文型 

第２週 it 中心の構文（１） 

第３週 it 中心の構文（２） 

第４週 to 不定詞を含む構文（１） 

第５週  to 不定詞を含む構文（２） 

第６週 分詞を含む構文（１） 

第７週 分詞を含む構文（２） 

第８週 中間試験 

第９週  動名詞を含む構文（１） 

第１０週 動名詞を含む構文（２） 

 

 

 

 

第１１週 関係詞を含む構文（１） 

第１２週 関係詞を含む構文（２） 

第１３週 否定の構文（１） 

第１４週 否定の構文（２） 

第１５週 まとめと演習 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１ 「授業の内容」に示した構文を含む英語の意味・用法を理解

することができる 

 

２ 「授業の内容」に示された構文を使って、簡単な事柄につい

て英語で表現することができる。 

 

 

３ 教科書の英文中の英単語、熟語の意味の理解、およびその英

語が書ける。 

［注意事項］授業で扱われる文法・構文はすべて基本的で重要なものばかりなので、繰り返し学習・訓練ししっかりと身につけること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ・Ⅱで身につけた基本的な文法事項 

［レポート等］ 授業内容と関連した演習課題を与える. また、定期的に英語構文に関する小テストを行う 

教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

参考書：チャート式 LEARNERS’高校英語(数研出版) ／ カレッジライトハウス英和辞典 （研究社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

定期試験，中間試験の結果を７割、課題（レポート）・小テストの結果を３割とし、その合計点で評価する。ただし，前期中間試験

で６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてその試験

の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。クラス編成時のデータに基づき、クラス間の習熟度差を補正反映させて評価を行う。

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上を取得すること  



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語特講Ｃ  中井 洋生 ３ 前期 １ 選（必）

 

［授業の目標］ 

 英語ⅠⅡで学習した事項をもとに、基本的な英語構文に関する理解を深め、簡単な英語を活用する能力を育成する． 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞＜意欲＞及び（Ｃ）

の＜英語＞に対応する． 

前期 

第１週 Introduction  基本文型（５文型） 

第２週 It 中心の構文 (１) 

第３週 It 中心の構文 (２) 

第４週 不定詞を含む構文 (１) 

第５週 不定詞を含む構文 (２) 

第６週 分詞を含む構文 (１) 

第７週 分詞を含む構文 （２） 

第８週 中間試験 

第９週 動名詞を含む構文（１） 

第１０週 動名詞を含む構文（２） 

 

 

 

第１１週 関係詞を含む構文（１） 

第１２週 関係詞を含む構文（２） 

第１３週 否定の構文（１） 

第１４週 否定の構文（２） 

第１５週 助動詞を含む構文 

[この授業で修得する「知識・能力」] 

１．英語の文型を利用して簡単な英文を作ることができる。 

２．英文の要素を理解し、文を完成させることができる。 

３．教科書にある構文を理解し、使用できる。 

４．教科書にある単語・熟語の意味を理解し、使うことができる。

５．目標達成のため自主的・継続的に学習できる。 

 

［注意事項］毎回の授業分の予習をした上で、積極的に授業に参加すること．学習した基本例文を暗唱できるようにしておくこと。

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 英語Ⅰ、Ⅱで学習した英単語、熟語、英文法の知識． 

［レポート等］到達目標の達成度を確認するため随時小テストを課す。 

 教科書：コンパクト英語構文１００ （数研出版） 

 参考書：チャート式 LEARNER’S 高校英語（数研出版）、カレッジライトハウス英和辞典、 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間・定期試験の結果を６割、小テスト・授業時の成績を２割、課題を２割として１００点法で評価する。ただし、前半の成績（中

間試験・小テスト・授業時・課題）が６０点を達成できない場合は、それを補うための再試験・課題を課し、６０点を上限として再評

価し前半の成績とする。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日本語教育ⅠＡ １０３０１ 奥村 紀美 ３留学生 通 年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 本授業の受講生である外国人留学生は、「言葉」は我々の日常生活において人間の持つ最良の表現手段である。そのため、社会生活

の中では自分の意思を伝達するために、説得力のある表現技術が要求される。一方、表現は他者との関係で成り立つものである。また、

これらを可能にするためには表現の及ぶ相手を十分に理解することも大切であることを忘れてはならない。 

 そこで、本科目では「表現することのよろこび」を学ぶことを柱に据え、より具体的には、「文章を書く」、「人と話す」、「本を

読む」、「話を聞く」を学習することを目的とする。 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ａ）の＜視野＞＜意欲＞、及

び（Ｃ）の＜発表＞に対応する。 

前期 

第１週 「日本語教育ⅠＡ」授業の概要および学習方法 

第２週 「表現することのよろこび」・「ことばの役割」 

（「初級段階の総復習」） 

第３週 初級段階の総復習（１）「話す」 

第４週 初級段階の総復習（２）「聞く」 

第５週 初級段階の総復習（３）「読む」 

第６週 初級段階の総復習（４）「書く」 

第７週 初級段階の総復習のまとめ 

第８週 前期中間試験  

（「人と話す」） 

第９週 中級段階の学習（１）「話す」① 

第１０週 中級段階の学習（２）「話す」② 

（「話を聞く」） 

第１１週 中級段階の学習（３）「聞く」① 

第１２週 中級段階の学習（４）「聞く」② 

（「会話の練習」） 

第１３週 中級実践学習（１）「会話」① 

第１４週 中級実践の学習（２）「会話」② 

（「行動別の言語表現」１） 

第１５週（１）コミュニケ－ションの方法（人間関係を作る・あ

いさつする・自己紹介をする 

（２）情報をやりとりする・説明する・報告をする・

質問する・質問に答える・議論する・話し合う 

前期学習の総まとめ 

第１週～15 週までの内容は、すべて JABEE1，（1），（ｆ）に

相当する。 

後期 

第１週 「日本語を学ぶ意義」の再確認 

（「本を読む」） 

第２週 中級段階の学習（５）「読む」① 

第３週 中級段階の学習（６）「読む」② 

第４週 中級段階の学習（７）「読む」③ 

（「文章を書く」） 

第５週 中級段階の学習（８）「書く」① 

第６週 中級段階の学習（９）「書く」② 

第７週 中級段階の学習（１０）「書く」③ 

第８週 後期中間試験 

（「文法・文型」の学習） 

第９週 「文法・文型」の学習（１） 

第１０週 「文法・文型」の学習（２） 

（「作文の作成」） 

第１１週 「作文の作成」（１） 

第１２週 「作文の作成」（２） 

第１３週 「作文の作成」（３） 

（「行動別の言語表現」２） 

第１４週 （３）判断や感情を伝える・お礼を言う・ほめる 

（４）働きかける－依頼する・誘う・受け入れる・断

る 

（５）働きかける－心理的働きかけ・わびる 

第１５週 授業の年間のまとめ 

授業アンケート実施 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日本語教育ⅠＡ（つづき） １０３０１ 奥村 紀美 ３留学生 通 年 ２ 選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（「表現のよろこび」） 

１． 感じたこと、考えたことを、自分の声、自分の文字で思う存

分吐き出し、表現できることが人間にとってすばらしいこと

であることを学ぶ。 

（「初級段階の総復習」） 

１．「文章を書く」、「人と話す」、「本を読む」、「話を聞く」

の初級段階のすべての項目について総復習する。 

２． 言語表現においての基本的な心がまえを学習する。 

（「文章を書く」） 

１．中級程度の漢字・単語・慣用句表現を習得する。 

２． 身近な課題を基に作文を発表し、書き言葉としての日本語を

習得する。 

（「人と話す」） 

１．日本語らしい発音に留意しながら、自分の意志や意見を他者

に円滑に伝達する能力を養う。 

（「会話の練習」） 

１．音声テープによる聴解練習を通し、通常速度の会話文を正確

に把握する能力を身につける。 

（「行動別の言語表現」１・２） 

１．それぞれの言葉の特性を知り、実際に使う時や場合を理解す

る。 

（「本を読む」） 

１．日本語のテキストの文章を読み、新しく学ぶ漢字・語彙につ

いて学習する。 

２．日本語の各種の文章を読み、各文章を読解、鑑賞する。 

３．日本語の独特の表現方法を学ぶ。 

（「文法・文型」の学習） 

１． 日本語の現代文の文章の中から、基本的な文法を学ぶ。 

（「作文の作成」） 

１．「作文」の作成技術の基本を学び、添削、推敲をする。 

２．「作文」の作成技術の応用を学び、各自の必要に応じて、実

践的な運用力を身につける。 

［注意事項］  

学習の対象が日本語の全分野にわたるため，積極的な取り組みを期待する。なお、授業中は真摯な態度で受講することをお願いする

と同時に、疑問が生じたら直ちに質問すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

配布するプリントについて予習すること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

教科書： プリント学習およびビデオ教材 

参考書： 英和辞典、和英辞典、国語辞典、漢和辞典などを持参すること。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験（期末試験）により６０％、レポート等により４０％評価する。 

［単位修得要件］ 

 定期試験、レポート等により学業成績で６０点以上を修得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

日本語教育ⅠＢ １０３０２ 奥村 紀美 ３留学生 後期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 本授業では先の「日本語教育ⅠＡ」の学習を受けて、中級段階の実用的な日本語の習得を主目標にする。本科目では「表現すること

のよろこび」を学ぶことを柱に据え、具体的には、「口頭表現力」、「漢字」・「語彙」、「作文力」をより向上させる。 

また、表現は他者との関係で成り立つものである。そしてこれらを可能にするためには表現の及ぶ相手を十分に理解することも大切

であることを忘れてはならない。 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ａ）の＜視野＞＜意欲＞、及

び（Ｃ）の＜発表＞に対応する。 

第１週 「日本語教育ⅠＢ」授業の概要と学習方法 

（「口頭表現力」の養成） 

第２週 中級段階入門編の総復習（１） 

第３週 中級段階入門編の総復習（２） 

第４週 「話す・聞く」学習（「自己紹介」スピーチの練習①）

第５週 「話す・聞く」学習（「日常会話」応用） 

（「文章読解力の養成」） 

第６週 読解学習（テキストの文章の読解①） 

第７週 読解学習（テキストの文章の読解②） 

第８週 中間試験 

 

（「漢字」・「語彙」・「作文力」の養成） 

第９週  実用用語（漢字・語彙）の学習（１） 

第１０週 実用用語（漢字・語彙）の学習（２） 

第１１週 実用用語（漢字・語彙）の学習（３） 

（「生活作文」学習） 

第１２週 「生活作文」学習（１） 

第１３週 「生活作文」学習（２） 

第１４週 「生活作文」学習（まとめ） 

第１５週 日本語教育ⅠＢの学習のまとめ 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（「表現のよろこび」） 

１． 感じたこと、考えたことを、日本語で思う存分吐き出し、表

現できることがすばらしいことであることを学ぶ。 

（「口頭表現力」の養成） 

１．日本語らしい発音に留意しながら、自分の意志や意見を他者

に円滑に伝達する能力を養う。 

２．「自己紹介」スピーチや「日常会話」の応用の学習を通して、

「口頭表現力」の知識と能力を身につける。 

 

２． 音声テープによる聴解練習を通し、通常速度の会話文を正確

に把握する能力を身につける。 

（「文章読解力の養成」） 

１、 テキストの文章を読み、新しい漢字・語彙を学ぶ。 

２、 テキストの文章の書き手の意図を理解する。 

（「漢字」・「語彙」・「作文力」の養成） 

１． 中級程度の漢字・単語・慣用句表現を習得する。 

２． 作文についての基礎技術について習得する。 

（「生活作文」の学習） 

１．身近な課題を基に作文を発表し、書き言葉としての日本語を

習得する。 

（日本語教育ⅠＢの学習のまとめ） 

１．すべての学習を通して、日本語教育Ⅱの学習の基礎にする。

［注意事項］ 日本における実際の日常生活の中において、何事にも「積極的」、「意欲的」に取り組めるように努力する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 実際の日常生活において、分からない言葉やことがらなどをメモしておくこと。 

［レポート等］ 授業で取り扱ったプリント、また、与えられた課題を提出する。 

 教科書： テキストのプリント学習 日本語聴解テープ。 

 参考書： 英和辞典、和英辞典、国語辞典、漢和辞典、その他、各自の学習のため教材。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験（期末試験）により６０％、レポート等により４０％評価する。 

［単位修得要件］ 

 定期試験、レポート等により学業成績で６０点以上を修得すること。 



 

応用物理 1２００３ 田村・土田 ３ 通年 2 必 

［授業の内容］前、後期とも、第１週～第１５週の内容はすべて

ＪＡＢＥＥ高専型｢生産システム工学｣教育プログラム 学習・教

育目標（B）<基礎>（ｃ）および電気工学科学習・教育目標（B）

<基礎>（ｃ）そして JABEE 基準 1(1)(c)に相当する。 

前期 

第１週 実験ガイダンス（１） 

第２週 実験ガイダンス（２） 

第３週から第９週までは下記の７テ－マの実験をグループ別に

行う。 

１．分光計： 精密な角度測定器の分光計を用いて，ガラスの屈

折率を求める。  

２．レーザー光による光の干渉： 光の重要な性質である干渉回

折をレーザー光を用いて観察する。 

３．クントの実験： 音の定常波を作り基本音と倍音を理解する。

４．直線電流のまわりの磁界： 直流電流のまわりに出来る磁界

の大きさを測定し、地磁気の水平分力を計算する。 

５．磁力計による地磁気の水平分力の測定： 偏角磁力計，振動

磁力計を用いて，地磁気の測定をする。 

６．電子の比電荷（e/m）の測定： 電子の基本的定数をデモ用の

装置を用いて測定する。 

７．プランク定数の測定： 量子力学の基本定数をデモ用の装置

を用いて測定する。 

 以下は「物理 II」の教科書を中心に学ぶ。 

第１０週 光の粒子性 

第１１週 光の粒子性 

第１２週 電子の波動性 

第１３週 原子モデル 

第１４週 原子モデル 

第１５週 原子核と核エネルギー 

ただし、第８週は、実験のため中間試験は、行なわない。 

 

 後期 

 第１週 波の伝わり方 

第２週  波の重ね合わせ 

第３週  波の干渉と回折 

第４週  波の反射と屈折 

第５週  音波､音波の性質 

第６週  音源の移動 

第７週  ドップラー効果 

第８週  中間テスト 

第９週 光の進み方 

第１０週 光の性質 

第１１週 レンズ 

第１２週 光の回折 

第１３週 光の干渉 

第１４週 正弦波 

第１５週 まとめ 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

 

［授業の目標］ 

１、高校教科書を使い、１，２年生で学んだ基礎の上により進んだ内容を学ぶ。 

また，実験では物理学のいくつかのテーマを取り上げ，体験を通して自然界の法則を学ぶ。 

（次ページにつづく） 



 

応用物理（つづき） １２００３ 田村・土田 3 通年 2 必 

 

教科書：｢高等学校物理ⅠB｣,「高等学校物理Ⅱ」（啓林館） 

 [物理・応用物理実験]（物理教室）、問題集：「総合物理（ⅠＢ+Ⅱ）問題集」（啓林館） 

 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 講義に関しては、前期末・後期中間・学年末の３回の試験の平均点で評価する。ただし、６

０点を達成できない場合は、それを補うための再試験を学年末を除く２回の試験について行う。その場合の評価は、６０点を上限とし

て評価する。実験については、レポート１つについて１０点満点で採点し、７テーマあるので合計７０点、７回の実験を行って確認の

印をもらうことによる点が３０点。合計で１００点満点で評価する。講義の評価の平均点の７５％と実験の評価の２５％を加えた点を

最終的な評価とする。  

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

［この授業で習得する［知識・能力］］ 

実験  

１．実験を通して、基本的な機器の使い方が理解でき自分の力で

実験を進める能力ができる。 

２．分光計が理解できる。 

３．音の定常波、基本音、倍音が理解できる。 

４．電流により磁界が出来ることが理解できる。 

５．磁気力が理解できる。 

６．電子の磁界中の運動が理解できる。 

７．プランク定数が理解できる。 

講義 

８．光の粒子性が理解できる。 

９. 量子力学の基礎が理解できる。 

１０．量子力学を用い原子の構造の基礎が理解できる 

１１．波(音，光)の表し方が理解できる。 

１２．波の反射，屈折の説明ができる。 

１３．波の重ね合わせの原理が理解できる。 

１４．定常波の説明ができる。 

１５．固定端、自由端反射が理解できる。 

１６．波の干渉，回折が理解できる。 

１７．ホイヘンスの原理が理解できる。 

１８．ドップラー効果の説明ができる． 

１９．レンズの像の簡単な作図ができる． 

［注意事項］物理学は短期間で理解することは極めて難しい。日頃から自分で問題を解くなどの予習復習が重要である。表面的なもの

にとらわれず，根底にある普遍性を学ぶことが大切である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］本校で課している数学、物理の１、2年生程度の基礎知識、及びレポート製作に必要な一般

的国語の能力があればよい。 

［レポート等］実験のレポートの他に必要に応じて出題し，レポートの提出を求めることがある。 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気磁気学 １２００８ 奥田 一雄 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 電気磁気学は電気的、磁気的な現象を理解するための理論で、電気工学、電子工学、通信工学等を学ぶ学生にとって最も重要な基礎

科目の一つである。本科目は第３学年と第４学年の２年間にわたっているが、本授業ではその前半として静電界における電界、電位、

静電容量、誘電体等の概念とそれらの計算方法を中心に学ぶとともに具体的な演習を通じて、電気磁気的現象を理論的に考察し、解析

する能力を身につけることを目標とする。 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

１(１)(ｄ)(２)ａ)に対応する。 

 

前期 

 

◆電荷と電界 

第１週 電荷、物質の電気的性質、静電誘導 

第２週 クーロンの法則、点電荷による電界 

第３週 ベクトルの合成、クーロン力の演習 

第４週 ベクトルのスカラ積とベクトル積 

第５週 電気力線、電界、電束 

第６週 ガウスの定理 

 

◆電位 

第７週 電位と電位差 

第８週 電位の傾きと等電位面  

第９週 前期中間試験 

 

◆種々な帯電体による電界と電位 

第１０週 電位と電界計算法：電気双極子 

第１１週 電位と電界計算法：帯電球 

第１２週 電位と電界計算法：帯電した無限長円筒 

第１３週 電位と電界計算法：帯電した無限平面 

第１４週 導体の電荷分布と電界 

第１５週 導体表面に働く力 

 

 

 

 

 

 

後期 

 

◆静電容量 

第１週 静電容量 

第２週 静電容量の計算：孤立導体、同心球、同心円筒 

第３週 静電容量の計算：平行平板、平行導線 

第４週 電気影像法 

第５週 コンデンサの接続 

第６週 静電容量に蓄えられるエネルギー、エネルギー密度 

第７週 平行平板コンデンサの電極間に働く力 

第８週 後期中間試験 

 

◆誘電体 

第９週 誘電体と分極 

第１０週 誘電体中の電界の強さと電束密度 

 

◆電流と抵抗 

第１１週 オームの法則と抵抗、抵抗率 

第１２週 抵抗の接続、コンダクタンス、導電率 

第１３週 ジュールの法則 

第１４週 キルヒホッフの法則 

第１５週 重ねの理、テブナンの定理 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気磁気学（つづき） １２００８ 奥田 一雄 ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得すべき「知識・能力」］ 

前期 

 

◆電荷と電界 

１．電気の素である電荷の概念を正しく理解し、物質の電気的性

質や静電誘導現象について説明できる。 

２．電気力に関するクーロンの法則を理解し、電荷間に作用する

クーロン力および点電荷による電界を計算できる。 

３．ベクトル合成を用いて複数の点電荷によるクーロン力や電界

計算ができる。 

４．ベクトルのスカラ積、ベクトル積の定義について説明できる。

５．電界、電気力線、電束の概念を理解し、これらの関係を説明

できる。 

６．ガウスの定理を理解し、その意味を説明できる。 

 

◆電位 

１．電位と電位差の概念を理解し、その意味を説明できる。 

２．電位の傾きと等電位の概念を理解し、電位と電界との関係を

説明できる。 

 

◆種々な帯電体による電界と電位 

１．ガウスの定理を用いて、種々の帯電体における電界と電位を

計算できる。 

２．導体の電荷分布や導体表面に働く力について説明できる。 

 

 

後期 

 

◆静電容量 

１．静電容量の概念を理解し、その意味を説明できる。 

２．種々の導体間の静電容量を計算できる。 

３．電気影像法の原理を理解し、これを用いた簡単な電界や電位

の計算ができる。 

４．直並列接続されたコンデンサの合成容量を計算できる。 

５．コンデンサに蓄積されているエネルギーを計算できる。 

６．平行平板コンデンサの電極間に働く力を計算できる。 

 

◆誘電体 

１．誘電体の特性を理解し、誘電体中と真空中での現象の違いを

説明できる。 

２．誘電率、比誘電率の概念を理解し、その意味を説明できる。

 

◆電流と抵抗 

１．オームの法則、キルヒホッフの法則、テブナンの定理および

重ねの理を理解し、これらを用いて各種回路の電流、抵抗等を

計算することができる。 

２．抵抗、コンダクタンス、抵抗率、導電率について理解し、こ

れらを計算で求めることができる。 

［注意事項］ 授業中に理解できるように心掛けるとともに、知識確認のために常に多くの問題を解いていく姿勢が大切である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 三角関数、指数関数、対数関数、複素数などの基礎数学の内容を理解しているとともに、微分（偏微分を含む）、積分（重積分を含

む）、ベクトル、行列、行列式などの知識を十分身につけていくことが重要である。 

［レポート等］ 学習内容の復習と応用力の育成のため，随時、演習課題を与える。 

教科書：「基礎電磁気学」 山口 昌一郎著（オーム社） 

参考書：「電気磁気学（電気学会大学講座）」 山田 直平著（オーム社） その他多数の参考書、演習問題集が図書館にある。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間、前期末、後期中間および学年末の４回の試験の平均点を８０％、課題レポートの結果を２０％として、その合計点で評価

する。ただし、学年末を除く各試験で６０点に達していない者にはそれぞれ再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回

った場合には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気計測 １２０１１ 伊藤 保之 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 電気計測は電気・磁気・電子の計測技術と測定法に関する学問であり、電気工学の電気・磁気的な計測と測定法の基礎事項について

学習し,電気工学における測定技術および計測制御技術の概念と測定法の基礎について理解を深めることを目的とする。    

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（B）＜専門＞および JABEE 基準

1（1）（ｄ）（2）a)に対応する。 

 

前期 

◆計測一般 

第１週 電気計測の特徴、電気計測法の分類、単位と標準器 

第２週 測定の誤差と測定値の取扱い、精密さと正確さおよび計

器の感度 

◆電気計測 

第３週 指示電気計器の構成、駆動装置,制御装置,制動装置、目

盛と指針、軸受装置 

第４週 指示電気計器の目盛と指針、軸受装置、零位調整装置と

外箱 

第５週 指示電気計器の動作原理と正確さによる分類、指示電気

計器の特性と動特性 

◆指示電気計器 

第６週 可動コイル形計器  

第７週 可動鉄片形計器 

第８週 前期中間試験 

第９週 誘導形計器、整流形計器 

第１０週 電流力計形計器と電流力計形電力計 

第１１週 熱電形計器、電子電圧計、静電形計器、各種比率 

◆検流計とオシログラフ 

第１２ 週 可動コイル形検流計、指針検流計、衝撃検流 

第１３週 電磁オシログラフ、ブラウン管オシロスコープ 

◆積算計器と記録計器 

第１４週 交流用積算計器、電力量計の試験、他の積算計器 

第１５週 記録計器と、計器用変流器、計器用変圧器 

 

 

 

後期 

◆電磁気測定 

第１週 電気計測器具、検出器、抵抗器、誘導器、コンデンサ 

第２週 電流の測定、電圧の測定 

第３週 直流電位差計、交流電位差計 

第４週 直流電力の測定、交流電力の測定、無効電力の測定、力

率と位相の測定 

第５週 中抵抗の測定、高抵抗の測定 

第６週  特殊抵抗の測定、接地抵抗・絶縁抵抗の測定 

第７週 インダクタンスの測定、静電容量の測定、インピーダン

スの測定 

第８週 後期中間試験 

◆磁気測定 

第９週 磁束の測定、鉄損の測定 

◆電気応用計測 

第１０週 遠隔測定、直送法、平衡式・符号式遠隔測定法 

◆工業計測 

第１１週 工業量・電気量の変換、長さと力および圧力の電気計

測、速度と流量の電気計測 

第１２週 温度と湿度の電気計測、化学量の電気計測と放射線計

測 

◆電子計測 

第１３週 半導体と電子回路の計測 

第１４週 高周波の計測 

第１５週 電子計測回路 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気計測（つづき） １２０１１ 伊藤 保之 ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する｢知識・能力｣］ 

◆計測一般 

１．電気計測の特徴・直接測定と間接測定・偏位法と零位法につ

いて説明できる。 

２．基本単位とＳＩ単位・標準電池と標準電圧発生器・標準抵抗

器について説明できる。 

３．測定の誤差と精度および感度について説明できる。誤差を含

んだ測定値の取扱いと誤差の計算ができる。 

◆電気計測 

１．指示電気計器の構成について説明できる。 

２．指示電気計器の駆動・制御・制動装置が説明できる。 

３．指示電気計器の目盛と指針・軸受装置について説明できる。

４．指示電気計器を動作原理と正確さにより使い分けができる。

◆指示電気計器 

１． 可動コイル形計器、可動鉄片形計器、電流力計形計器の原理

と構造および取扱い方について説明できる。 

２． 誘導形計器，整流形計器、熱電形計器、静電形計器、電子電

圧計の構造と取扱い方について説明できる。 

３．可動コイル検流計と指針検流計について説明できる。 

４．電磁オシログラフとオシロスコープについて説明できる。 

 

 

５．交流積算計器と電力量計の誤差試験法が説明できる。 

６．記録計器と計器用変流器および計器用変圧器が説明できる。

◆電磁気測定 

１．電気の検出器・抵抗器・誘導器およびコンデンサの概要と測

定法に関係する取扱い方が説明できる。 

２．特殊電流と高電圧の測定方法について説明できる。 

３．直流と交流の電位差計について説明できる。 

４．直流と交流電力および力率と位相の測定法が説明できる。 

５．中抵抗と高抵抗および特殊抵抗の測定法が説明できる。 

６．インダクタンスと静電容量およびインピーダンスの測定法が

説明できる。 

◆磁気測定 

１． 磁束の測定と鉄損の測定方法について説明できる。 

◆工業計測 

１． 工業量を電気量に変換する方法と測定法が説明できる。 

◆電子計測 

１．高周波の測定法について説明できる。 

２．半導体素子の特性測定と電子計測回路について説明できる。

［注意事項］電気工学における重要な基礎科目であるため、積極的な取り組みが必要である。疑問が生じたら直ちに質問し、理解する

ように心掛けること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 電気・電子工学序論、電気回路、電気磁気学および物理学の基本的事項は理解している必

要がある。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。また、必要に応じてレポートやノート等の提出を求める。 

教科書：「電磁気計測」 （改訂版） 西野 治 （電気学会） および配布プリント 

参考書：「電気計測」 ●電気工学入門演習● 金子 喜代冶・堤 捨男 共著 （学献社） 

「学業成績の評価方法および評価基準」 前期中間・前期末・後期中間・学年末試験の４回の平均点で評価する。ただし、学年末試験

を除く３回の試験のそれぞれについて６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合

には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子工学 １２０１４ 北村 登 ３ 後期 １ 必 

 

［授業の目標］ 

電子工学は，広くは電子の運動にかかわる分野の全てを含む学問であるが，この授業では主として固体中での電子の振る舞いおよび

半導体を中心とした電子工学の考え方を理解し，それを発展させて多くの分野へ適用することができるようになることを目標とする。

 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

1(1)(d)(2)a)に対応する。 

第１週 授業の概要 

    水素原子模型 

第２週 水素原子の量子論による扱い 

第３週 結晶構造 

第４週 電子の集団の扱い、フェルミ・ディラック分布関数 

第５週 状態密度 

第６週 金属の電気伝導 

第７週 復習演習問題 

第８週 中間試験 

 

 

 

第９週 周期的ポテンシャル内の電子，エネルギーバンド 

第１０週 エネルギーバンドと電気伝導 

第１１週 エネルギーバンド内の電子の運動，有効質量 

第１２週 正孔の考え方 

第１３週 半導体の種類，真性半導体，不純物半導体 

第１４週 真性キャリア密度と不純物半導体のキャリア密度 

第１５週 復習演習問題 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．結晶構造について理解している。  

２．分布関数及び状態密度について理解している。 

３．金属の電気伝導について理解している。 

４．エネルギーバンド理論を理解し，それを用いて電気的性質を

説明できる。  

 

 

５．有効質量および正孔の考え方を理解している。 

６．半導体の特徴，真性・不純物半導体について理解している。 

７．キャリア密度および電気伝導との関係を理解し，それらに関

係する計算ができる。  

 

 

［注意事項］他の授業とかかわりの深い分野も多いので，できるだけ多くの演習問題を各自で解くことにより，理解を深めること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

微分積分，古典力学，波動，電気磁気学および現代物理学の基礎的な考え方を理解していること。 

［レポート等］ 授業の進展状況にあわせて，小テストおよび課題のレポート提出を課することもある。 

 教科書：岩本光正著「よくわかる電気電子物性」オーム社 

 参考書：松澤・高橋・斉藤著「電子物性」森北出版  その他多数有り 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間試験・定期試験の 2回の試験の平均点で評価する。６０点を達成できない場合にそれを補う為の再試験については，６０点を上

限として評価する。ただし，学年末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気回路 １２０２０ 奥田 一雄 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

 電気回路は受動素子（Ｒ，Ｌ，Ｃ）により構成されている回路を解析、評価あるいは設計するための理論で、電気工学、電子工学、

通信工学等を学ぶ学生にとって最も重要な基礎科目の一つである。 授業では２年生で学んだ直流回路、交流回路の基礎事項を再確認

していくとともに、具体的な演習を通じて、種々の回路解析に自由に対応できるような知識と理解力を深めていく。 

 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

１(１)(ｄ)(２)ａ)に対応する。 

 

前期 

 

◆ベクトル記号法 

第１週 複素数の導入、複素平面と複素数のベクトル表示、オイ

ラーの定理 

第２週 複素数の四則演算、ベクトルオペレータ 

第３週 電圧・電流およびリアクタンスのベクトル表示 

第４週 演習（第１週から第３週までのまとめ） 

第５週 ＲＬＣ直列回路への応用とインピーダンスベクトル 

第６週 ＲＬＣ並列回路への応用とアドミタンスベクトル 

 

◆回路の基礎 

第７週 回路計算の基礎：直列回路、並列回路、直並列回路計算

第８週 前期中間試験  

第９週 中間試験の結果に基づく復習と演習 

第１０週 回路の変換：並列から直列へ、直列から並列へ 

第１１週 Δ－Ｙ変換：Δ形からＹ形へ、Ｙ形からΔ形へ 

第１２週 キルヒホッフの法則：枝電流法、網電流法、節点電圧

法、演習（第１０週から第１２週までのまとめ） 

第１３週 重ね合わせの理、鳳－テブナンの定理とノートンの定

理、交流ブリッジ回路 

第１４週 共振現象：直列共振、並列共振 

第１５週 条件付き回路の計算、演習（第１３週から第１５週ま

でのまとめ） 

 

 

 

 

 

 

後期 

 

◆相互誘導回路 

第１週 前期期末試験の結果に基づく復習と演習 

第２週 相互誘導係数：相互インダクタンスＭ、結合係数ｋ 

第３週 Ｍを含む回路：回路方程式とその解法 

第４週 Ｍで結合された回路と等価回路：等価変換と対応関係 

第５週 演習（第１週から第４週までのまとめ） 

 

 

 

◆三相交流回路 

第６週 多相方式、対称三相交流：瞬時式とベクトル式 

第７週 対称三相交流による回転磁界：発生原理、性質等 

第８週 後期中間試験 

第９週 中間試験の結果に基づく復習と演習 

第１０週 三相起電力および三相負荷の結合方式：Ｙ結線、Δ結

線 

第１１週 三相交流の電力 

第１２週 対称三相回路（その１）：Ｙ－Ｙ結線、Δ－Δ結線 

第１３週 対称三相回路（その２）：Ｙ－Δ結線、Δ－Ｙ結線 

第１４週 非対称三相回路；Ｙ－Ｙ結線、Δ－Δ結線 

第１５週 三相交流の電力測定：ブロンデルの定理、二電力計法

演習（第１０週から第１５週までのまとめ） 

 

（次ページにつづく） 



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気回路（つづき） １２０２０ 奥田 一雄 ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得すべき「知識・能力」］ 

前期 

◆ベクトル記号法 

１．純虚数、複素数および複素共役の定義を記憶している。 

２．複素数の四則演算ができる。 

３．オイラーの公式を記憶して、複素数の極座標表示ができる。

４．複素数を複素平面上のベクトルとして表すことができ、複素

数の四則演算を幾何学的に表すことができる。 

５．正弦波交流を複素数で表すことができる。 

６．正弦波交流の時間微分・積分をベクトル演算子で表すことが

できる。 

７．インピーダンスベクトル、アドミタンスベクトルの意味を説

明でき、基本素子回路に応用できる。 

◆回路の基礎 

１．インピーダンスを直列、並列、直並列接続した回路の電圧、

電流、力率、合成インピーダンス等を正しく計算できる。 

２．並列回路を等価な直列回路に、直列回路を等価な並列回路に

変換できる。 

３．Δ形接続をＹ形接続に、Ｙ形接続をΔ形接続に変換できる。

４．枝電流法、網電流法、節点電圧法を用いて、交流回路を解く

ことができる。 

５．重ね合わせの理を用いて，複数の起電力を含む回路を解くこ

とができる。 

６．鳳－テブナンの定理、ノートンの定理を理解し、回路網の電

流計算を行うことができる。 

７．交流ブリッジの平衡条件を計算することができる。 

８．直列共振および並列共振を理解し、共振周波数、共振インピ

ーダンス、共振回路のＱ値等を計算することができる。 

９．回路に流れる電流と電圧の位相を調整するための条件や回路

に流れる電流を最大にする条件等を求めることができる。 

 

後期 

◆相互誘導回路 

１．相互誘導現象を理解し、相互誘導係数について説明できる。

２．相互インダクタンスＭを含む回路の電圧・電流が満たすべき

方程式を立てることができる。 

３．Ｍで結合された非導電回路とＴ型誘導回路の対応関係を説明

することができる。 

◆三相交流回路 

１．多相交流の発生原理を理解し、対称三層交流の瞬時式、ベク

トル表記式を書くことができる。 

２．対称三層交流による回転磁界の発生原理を説明できる。 

３．三相起電力および三相負荷の結合方式であるＹ結線とΔ結線

を理解し、線間電圧と相電圧、線電流と相電流の対応関係を説

明できる。 

４．対称三相回路において、Ｙ－Ｙ結線、Δ－Δ結線、Ｙ－Δ結

線、Δ－Ｙ結線の電流分布や消費電力を計算できる。 

５．非対称三相回路において、Ｙ－Ｙ結線、Δ－Δ結線の電流分

布を計算できる。 

６．ブロンデルの定理を理解し、説明できる。 

７．二電力計法による電力測定の原理を説明することができる。

［注意事項］ 授業中に理解できるように心掛けるとともに、知識確認のために常に多くの問題を解いていく姿勢が大切である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 三角関数、指数関数、対数関数、複素数、微分、積分などの基礎数学の内容を理解していること。 

また、電気工学序論や電気回路で学んだ電気・電子工学に関する基礎的知識も必要となる。 

［レポート等］ 学習内容の復習と応用力の育成のため，随時、演習課題を与える。 

教科書：「電気回路テキスト」 瀬谷浩一郎編（日本理工出版会） 

参考書：「基礎からの交流理論」 電気学会（オーム社） 小郷 寛 原著  その他多数の参考書、演習問題集が図書館にある。

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間、前期末、後期中間および学年末の４回の試験の平均点を８０％、課題レポートの結果を２０％として、その合計点で評価

する。ただし、学年末を除く各試験で６０点に達していない者にはそれぞれ再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回

った場合には、６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

電子回路 １２０３５ 近藤 一之 ３ 通年 ２ 必 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

 

［授業の目標］ 

 電子回路では、入出力端子間の電圧電流だけに注目し、回路の働きを等価的に捉えるという考えが大切である。この授業では、この

等価回路の考えを中心にし、トランジスタ増幅器、電力増幅、負帰還回路、オペアンプの動作、その応用回路を修得する。 

［授業の内容］ すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞

および JABEE 基準 1(1)(d)(2)a)に対応する 

前期 

◆電子回路Ａの学び方 

第１週 電子回路はどのようなことを学ぶ科目であり、どのよう

に社会に役立っているか 、 電子回路を理解するための基礎

知識の確認（電圧源、電流源、テブナンの定理、ノートンの定

理）  

第２週 基礎知識の確認（重ねの理、無名数化と近似計算） 

◆信号とデバイス 

第３週 線形と非線型の差異、アナログとディジタルの比較、ダ

イオードの働き  

第４週 ｐ形半導体とｎ形半導体、空乏層とは、トランジスタの

動作  

第５週 トランジスタの静特性について、接合形 FFT とは 

第６週 ＭＯＳＦＥＴとは  

◆回路の働き 

第７週 トランジスタ回路の図式解法（負荷直線と動作点）につ

いて、増幅するとは  

第８週 前期中間試験  

第９週 トランジスタ回路の負荷を変えるとどうなるか、デシベ

ル表示とはどういうものか 

第１０週 トランジスタの各接地方式について  

第１１週 増幅回路の入出力抵抗はどのようになるか  

第１２週 トランジスタの各バイアス形式について  

◆等価回路の考え方 

第１３週 トランジスタの等価回路について  

第１４週 ｈパラメータとｙパラメータ  

第１５週 FET のソース接地回路およびその小信号等価回路  

 

後期 

第１週 FET のゲート接地、ドレイン接地回路および FET のバイ

アス回路  

◆小信号を増幅する 

第２週 小信号を増幅するとは、エミッタ接地の等価回路の求め

方  

第３週 入力・出力インピーダンス、電圧・電流利得の求め方 

第４週 増幅回路の周波数特性とは  

第５週 ミラー効果、多段増幅器を CR 結合で実現する（中域周波

数帯） 

第６週 CR 多段増幅器（低域と高域周波数帯）  

◆電力を増幅する 

第７週 電力増幅回路（Ａ級電力増幅回路）  

第８週 後期中間試験 

第９週 Ｂ級プッシュプル電力増幅回路について  

◆負帰還をかける 

第１０週 負帰還とはどのようなことか、利得安定化について 

第１１週 利得の周波数特性を安定化する  

◆発振回路の働き 

第１２週 発振回路の仕組み  

第１３週 ＲＣ発振回路、水晶を用いる発振回路  

◆オペアンプ回路の考え方 

第１４週 オペアンプとは、オペアンプを用いた反転及び非反転

増幅回路  

第１５週 オペアンプの応用回路について  

（次ページにつづく） 



 

電子回路（つづき） １２０３５ 近藤 一之 ３ 通年 ２ 必 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆序論及び専門の基礎   (Ｂ)＜専門＞ 

１． 電子回路を学ぶために必要な基礎知識（電圧源と電流源、テ

ブナンとノートンの定理、ミルマンの定理、無名数化と近似

計算）について理解すること。 

２． 線形回路と非線型回路の差異、アナログ回路とディジタル回

路の差異を理解すること。 

３． ダイオード、トランジスタ、接合形ＦＥＴ、ＭＯＳＦＥＴの

構造と働きを理解すること 

◆増幅回路 (Ｂ)＜専門＞ 

４． トランジスタを用いる増幅回路の図式解法について、理解す

ること。 

５． トランジスタ増幅回路のエミッタ接地、ベース接地、コレク

タ接地の各特性の特徴、差異について理解すること。 

６． 増幅回路のバイアスについて理解すること。 

７． ｈパラメータを用いたトランジスタの等価回路について理

解すること。 

８． ＦＥＴの 等価回路について理解すること。 

９． ＦＥＴのソース接地、ゲート接地、ドレイン接地における各

特性について理解すること。 

 

１０．ＣＲ結合増幅回路の小信号等価回路、周波数特性について

   理解すること。 

◆電力増幅回路 (Ｂ)＜専門＞ 

１１．電力増幅回路の電力効率を計算できるようにする。 

◆負帰還回路 (Ｂ)＜専門＞ 

１２．負帰還をかけることの得失について理解すること。 

◆発振回路 (Ｂ)＜専門＞ 

１３．発振の仕組みを理解すること。 

◆オペアンプ回路 (Ｂ)＜専門＞ 

１４．オペアンプ回路の解析法に習熟すること。 

１５．オペアンプを用いた応用回路の働きを理解すること。 

［注意事項］ 演習問題をプリントとして配付するので各自復習で解くこと。数多くの問題に取り組むことが、実力をつけるための一

番の近道である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 電気回路で学習する回路解析法について、充分習熟しておくこと。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

教科書：「インターユニバーシティ電子回路Ａ」 藤原 修編著（オーム社） 

参考書：「基礎電気・電子工学シリーズ３ 電子回路」桜庭・大塚・熊耳共著 （森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点を８０％，小テストの結果を２０％として評価する。ただし、６０点に

達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には６０点を上限としてそれぞれの試験の成績

を再試験の成績で置き換えるものとする。学年末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気機器 １２０４１ 中井 靖英 ３ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］  電気機器は発電・変電分野において，また，動力機械として工場から家庭に至るまで広く使用され，近年自動化，ロ

ボット化が急激に進み小型機械の使用が多くなっている。直流発電機は近年、特殊分野以外使われない。しかし、これの理論は全ての

電気機械の基本となるものである。そのため電気技術者として熟知すべき分野であるので，その基礎から応用まで詳しく説明する。

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

1(1)(d)(2)a)に対応する。 

前期 

第１週  直流発電機の構造（概要、電機子） 

第２週  直流発電機の構造（界磁、整流子） 

第３週  直流発電機の構造（ブラシ、軸、軸受け）電機子巻線

法（コイル形状、巻き線の原理、整流波形） 

第４週  電機子巻線法（重ね巻き、波巻き、及び比較） 

第５週  直流発電機の理論（誘導起電力、エネルギー変換、電

機子反作用） 

第６週  直流発電機の理論（整流） 

直流発電機の種類 

第７週  直流発電機の特性（他励発電機） 

第８週  中間試験 

第９週  直流発電機の特性（分巻発電機、直巻発電機、複巻発

電機） 

第１０週 直流発電機の運転 

第１１週 特殊直流機 

第１２週 直流電動機の理論 

第１３週 直流電動機の理論、直流電動機の特性と用途 

第１４週 直流電動機の特性と用途 

第１５週 直流電動機の運転 

 

 

後期 

第１週  直流機の損失、効率、温度上昇及び定格 

第２週  直流機の試験と特性 

第３週  変圧器の理論（理想変圧器） 

第４週  変圧器の理論（実際の変圧器、ベクトル図） 

第５週  変圧器の理論（等価回路），変圧器の定格 

第６週  変圧器の定格と特性（百分率電圧降下、電圧変動率）

第７週  変圧器の定格と特性（損失、効率） 

第８週  中間試験 

第９週  変圧器の構造（分類、材料、鉄心） 

第１０週 変圧器の構造（巻線、外箱、ブッシング、変圧器油、

     冷却方式） 

第１１週 変圧器の結線 

第１２週 変圧器の相変換 

第１３週 変圧器の並列運転 

第１４週 各種の変圧器 

第１５週 各種の変圧器（計器用） 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気機器（つづき） １２０４１ 中井 靖英 ３ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． フレミングの右手の法則、左手の法則の説明ができる。 

２． 直流発電機の理論、特性を理解する。 

３． 直流電動機の理論、特性を理解する。 

４． 直流電動機の種類を、各種電動機の特性から用途に応じて

選択できる。 

５． 直流電動機の回転数、トルク、必要容量の計算ができる。

６． 直流電動機の運転方法が説明できる。 

 

７． 変圧器の理論が直流発電機の理論と同じであることを理解

する。 

８． 変圧器の特性の理解。 

９． 変圧器の結線、運転法について理解する。 

１０．計測用変圧器について理解する。 

［注意事項］ 電機子巻線法から整流について前期中間までに説明し，演習問題を課してまとめる。前期末までに電動機の速度およ

びトルク特性の説明を行う。変圧器の構成から各種結線法についてを後期末までに終える。 

学習量が多いので，各自は予習復習をやっておくこと。最近発刊されている「絵で判る○○」というような入門的書籍を参考にすると

理解し易い。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 電気機器は別に電磁機器とも言われるように電気磁気学が土台となっている学科目である

ので，それが必要であり，また２年生の時に学習した電気回路の知識も大切である。 

［レポート等］ 出来れば小テストを実施し，時には指名して問題をやってもらう。ノート提出を求めることもある。 

教科書：「電気機械工学」 天野・常広共著（電気学会） 

参考書：絵とき電験三種マスタシリ－ズ４ 電気機器／材料 他多数あり。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 ２回の定期試験（期末試験），２回の中間試験の平均を９０％、及び小テスト等の結果を１０％として評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

  



 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気工学実験実習 １２０８７ 伊藤・中野・奥野・柴垣 ２ 通年 ４ 必 

 

［授業の目標］ 

電気工学科第３学年の実験においては、第２学年に引続き、電磁気学、回路理論、および電気計測などの講義内容から、特に基礎的

な事項を選定し、電気工学における基本的な考え方に対する理解をさらに深め、その応用的な発展能力を養うことを主眼に、実験を実

施する。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(Ａ)＜意欲＞、(Ｂ)＜基礎＞及

び＜専門＞、(Ｃ)＜発表＞に対応する． 

前期 

第１週 諸注意および実験説明講義(JABEE 基準(a)(b)) 

第２週 実験説明講義(c)(d)(1) 

第３週 実験説明講義(c)(d)(1) 

（第４週～第１３週に各班ローテーションにて実験実習を行う）

JABEE 基準(d)(2)a)b)c)d)(e)(f)(g)(h)に相当する。 

第４週 共振回路：ＲＬＣ直列回路の周波数領域での特性を理解

する。さらに、共振の鋭さＱの概念を理解する。 

第５週 波形分析：パルスジェネレーターあるいは波形変換器な

どの出力波形を観測し、波形分析を行う。 

第６週 交流回路のベクトル軌跡：インピーダンスおよび電流の

ベクトル軌跡を描き、回路の位相角を算出する。 

第７週 ヒューズの溶断特性：溶断電流ならびに溶断時間を測定

しその特性を習得する。  

第８週 単相交流電力の測定：単相電力の測定を行い、その原理

と特徴を理解する。 

第９週 三相電力の測定：三相電力計などを用いて平衡および不

平衡三相負荷の電力測定法を習得する。 

第１０週 ＵＮＩＸの基礎：基本的なコマンド、メール操作等の

実習を行いＵＮＩＸの基礎を習得する。 

第１１週 鉄損の測定：エプスタイン装置（電力法）により鉄心

材料の損失を測定する。 

第１２週～第１３週 回路基板の製作と測定 エッチング処理に

より回路の基板を製作し、その測定を行う。 

第１４週 実験器具、リード線等修理、実験室整備 

第１５週 実験室、実験器具整備 

 

 

 

後期 

第１週 諸注意および実験説明講義(a)(b) 

第２週 実験説明講義(c)(d)(1) 

第３週 実験説明講義(c)(d)(1) 

（第４週～第１３週に各班ローテーションにて実験実習を行う）

JABEE 基準(d)(2)a)b)c)d)(e)(f)(g)(h)に相当する。 

第４週 直流発電機：直流発電機の無負荷特性試験、および負荷

特性試験により、その性質を調べる。 

第５週 直流電動機：起動法の習得と特性を比較検討し、各々の

速度制御法についての概念を習得する。 

第６週 変圧器：単相変圧器の無負荷試験、短絡試験法の習得に

より、変圧器の等価回路と特性について調べる。  

第７週 論理回路：基本論理回路（ＯＲ、ＡＮＤ、デコーダ、エ

ンコーダなど）の動作を理解、習得する。 

第８週 積算電力量計：誘導形積算電力量計の原理、構造、およ

び特性を理解する。 

第９週 回路遮断器と過電流継電器：回路遮断器および過電流継

電器の使用法を習得し特性を測定する 

第１０週 非線形回路：非線形素子を使用した回路を用いて電流

電圧特性を測定する。 

第１１週 磁気材料の磁化特性：磁化特性の概念ならびに磁気履

歴現象、ヒステリシス損失を理解する 

第１２週 ＵＮＩＸとＣ言語：ＵＮＩＸ上でＣ言語の基本的プロ

グラミングを行い同時にファイル管理等も学ぶ。  

第１３週 コンデンサーの充放電：過渡現象およびその取扱に関

する考え方を習得し、合わせ微分・積分回路を理解する。 

第１４週 実験器具、リード線等修理、実験室整備 

第１５週 実験室、実験器具整備 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気工学実験実習（つづき） １２０８７ 伊藤・中野・奥野・柴垣 ２ 通年 ４ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．ＲＬＣ直列回路の周波数領域での特性を理解しさらに、共振

の鋭さＱの概念を理解できる。 

２．パルスジェネレーターあるいは波形変換器などの出力波形を

観測し、波形分析が行える。 

３．インピーダンスおよび電流のベクトル軌跡を描き、回路の位

相角を算出できる。 

４．ヒューズの溶断電流ならびに溶断時間を測定しその特性を習

得できる。  

５．単相電力の測定を行い、その原理と特徴を理解できる。 

６．三相電力計などを用いて平衡および不平衡三相負荷の電力測

定法を習得できる。 

７．基本的なコマンド、メール操作等の実習を行いＵＮＩＸの基

礎を習得できる。 

８．エプスタイン装置（電力法）により鉄心材料の損失を測定で

きる。 

９． エッチング処理による回路基板作成技術を習得し、測定法も

理解できる。 

 

１．直流発電機の無負荷特性試験、および負荷特性試験により、

その性質が理解できる。  

２．直流電動機の起動法の習得と特性を比較検討し、各々の速度

制御法についての概念を習得できる。 

３．単相変圧器の無負荷試験、短絡試験法の習得により、変圧器

の等価回路と特性について理解できる。  

４．基本論理回路（ＯＲ、ＡＮＤ、デコーダ、エンコーダなど）

の動作を理解、習得できる。 

５．誘導形積算電力量計の原理、構造、および特性を理解できる。

６．回路遮断器および過電流継電器の使用法を習得し特性を測定

できる・ 

７．非線形素子を使用した回路を用いて電流電圧特性を測定し解

析できる。 

８．磁化特性の概念ならびに磁気履歴現象、ヒステリシス損失を

理解できる。 

９．ＵＮＩＸ上でＣ言語の基本的プログラミングを実行でき同時

にファイル管理も行える。  

１０．コンデンサーの充放電により過渡現象およびその取扱に関

する考え方を習得し、合わせ微分・積分回路を理解できる。 

［注意事項］実験時には作業服、靴を着用し、指導書、筆記用具は忘れずに持参すること。欠席、遅刻はしないこと。２０分経過後の

入室は欠席扱いとする。回路が完成したらスイッチを入れる前に担当教官のチェックを受けること。機器の故障、破損は直ちに担当教

官に届け出ること。始末書の提出を指示された場合は当日中に提出。実験終了後は、器具等を最初の位置に戻し、回りを掃除すること。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

２年次までに学習した専門科目での電気回路、基礎電気電子工学、電気製図等について復習しておくことが望ましい。基礎数学、微分

積分の知識も必要である。 

［レポート等］ 

各班の全員がレポーターとなり報告書を提出する。提出期限は厳守のこと。提出期限を過ぎたレポートは受け付けない。また未提出者

には単位を認定しない。 

教科書：電気工学実験指導書（プリントを綴じた小冊子を使用する） 

参考書： 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

学業成績の評価は、レポートの内容を５割、平常の実験意欲・実施点・実験参加状況を５割として評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。各自に科せられたすべてのテーマ（課題）の実験操作により達成度を評価する。 



 

授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

機械工学概論Ⅱ １２２３１ 藤松 孝裕 ３ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

機械工学概論は，非常に幅の広い分野であり，とても１単位で講義できるものではない。そこで，本科目においては，主に水力学・

熱力学（伝熱工学を含む）などのエネルギー系の学問に焦点を絞り，その基礎分野の知識を演習等を含めながら，習得することを目的

としている。 

［授業の内容］ 

第１週 エネルギーの利用と変換 

(A) <視野>， JABEE 基準１(1)(a)  

以降については，すべて (B) <専門>， JABEE 基準１(1)(d)(1) 

に相当している。 

第２週 静水力学 

第３週 動水力学 

第４週 熱力学の基礎 

第５週 理想気体の状態変化 

第６週 熱機関のサイクルとエントロピー 

第７週 内燃機関の基本サイクルと理論熱効率 

第８週 前期中間試験 

 

第９週 蒸気動力プラントの基本的な構成と蒸気の性質 

第１０週 蒸気表および蒸気線図の使い方 

第１１週 蒸気動力プラントの性能 

第１２週 熱伝導，熱伝達，熱輻射の基本概念 

第１３週 熱伝導の基礎 

第１４週 熱伝達の基礎 

第１５週 熱輻射の基礎 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．圧力の定義が説明でき，マノメーターによる圧力の計算がで

きる。 

２．連続の式およびベルヌーイの定理の定義が説明でき，それら

に関する計算ができる。 

３．熱力学の第一法則および理想気体の状態方程式の定義を把握

し，それらに関する計算ができる。 

４．理想気体の状態変化（等圧，等容，等温，断熱，ポリトロー

プ変化）に関する説明・計算ができる。 

 

１．飽和蒸気表と過熱蒸気表を使って計算ができる。 

２．h-s 線図を用いてランキンサイクル等の熱効率を計算できる。

３．平板および円管の熱移動（熱伝導，熱伝達，熱通過）に関す

る計算ができる。 

４．放射伝熱に関する計算ができる。 

 

［注意事項］ 流体力学においては，連続の式およびベルヌーイの定理が動水力における基礎的概念となるので十分に理解すること。

また，熱力学においては，第一法則はもちろんのこと理想気体における各種の概念の把握は，非常に重要である。中間以降は，蒸気原

動機の概念を把握し，それらの基本サイクルを理解することが必要である。また，簡単な熱伝達に関する知識を習得することが必要で

ある。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 水力学および熱力学（伝熱工学を含む）での演習等において，簡単な数学（３年生であれ

ば十分）の知識が必要となる。 

［レポート等］ 各試験前には，必ず演習問題の実施と解答を行う。 

 教科書：「原動機」 安藤常世ほか共著（実況出版） 

 参考書：「水力学」生井 武文・共著（森北出版），「工業熱力学」平山 直道・共著（産業図書）等 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間および前期末試験の平均点で評価する。ただし，再試験を実施する場合には，60 点を上限として評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績の評価方法によって，60 点以上の評価を受けること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気応用Ⅰ １２２４４ 山本 賢司 ３ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

電気応用は電気を利用して，光，熱，力などを実用的に利用する姿を表す学問である。ここでは光、熱に関して基本的な事柄を学び，

さらにそれらの応用技術等にも触れ，照明及び電熱についての学問的知識を把握することを目標とする。 

［授業の内容］ （学習目標 B<専門>,JABEE(d)(2)a）に対応） 

（照明について） 

第１週 照明の用語と単位，照明の距離の逆２乗の法則，入射角

の余弦の法則等。 

第２週 測光と標準器，光度の測定，光束の測定，照度の測定，

配光の測定等。 

第３週 温度放射とルミネッセンス，白熱電球，蛍光ランプ，高

圧放電ランプ。 

第４週 大きさのある光源の配光と光束，大きさのある光源によ

る直射照度，相互反射。 

第５週 機能と構成，照明器具の種類，照明器具に関する規格お

よび試験。 

第６週 照明の目的，良い照明の条件，照明方式，屋内の照明設

計，屋外の照明設計。 

 

第７週 事務所，工場，学校，住宅，病院の照明，道路照明など

    について説明する。 

第８週 中間試験 

（電熱について） 

第９週 電熱の基礎：温度と熱，加熱電力の計算。 

第１０週 電気加熱方式，電気加熱の原理と特徴，温度の測定と

調節。 

第１１週 発熱体や電極材料，熱絶縁および耐熱材料，発熱体の

設計。 

第１２週 電気炉の種類，抵抗炉，ア－ク炉，誘導炉。 

第１３週 高周波誘導加熱，赤外線加熱，電子ビ－ム加熱，プラ

ズマジェット加熱。 

第１４週 ア－ク溶接，ア－ク溶接電源，抵抗溶接。 

第１５週 家庭用電熱，電気冷凍。 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（照明について） 

１． 照明の用語と単位，照度の距離の逆２乗の法則，入射角の余

弦の法則，輝度と完全拡散面等について説明できる 

２． 光度標準，測光標準器，光度測定，光束測定，照度測定等を

説明できる。 

３． 白熱電球，蛍光ランプ，高圧放電ランプなどの原理・構造，

特性などを説明できる。 

４． 球面や平円板などの大きさのある光源の配光や光束，照度の

計算ができる。 

５． 照明の目的，良い照明の条件，照明方式などを説明できる。

６． 屋内，屋外の照明設計，照明計算の考え方、具体的な施設の

照明などについて説明できる。 

（電熱） 

１．伝熱の三つの様式の説明、加熱電力の計算などができる。 

２．電気加熱の方式，特長，原理などについて説明できる。 

３．電熱用材料の説明、基本的な発熱体の設計計算などができる。

４． 抵抗炉，ア－ク炉，誘導炉などの電気炉の原理・構造および

特徴・用途などが説明できる 

５． 誘電加熱，赤外線加熱，電子ビ－ム加熱などの説明ができる。

６． ア－ク溶接，抵抗溶接などの電気溶接、家庭用電熱器や電気

冷凍機などについて説明できる。 

 

［注意事項］ 照度の計算は照明計算の上で極めて重要であり，電熱の基礎は電気加熱を理解する上で重要であり，特にこの点の理解

に十分注意を払うこと。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 電気応用は電気工学の全般の分野と密接な関係を持つ。また，電気以外の広い技術も必要

であり，電気理論をはじめ電気機器等の関連基礎知識をできる限り，理解しておくこと。 

［レポート等］ 理解を深めるため，適宜，演習課題を与える。 

 教科書：「照明・電熱」 佐藤清史著（東京電機大学） 

 参考書：「照明工学」 電気学会大学講座改訂版（電気学会） 「電熱工学」 中路幸謙著（電気学会） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 前期中間・前期末の 2回の試験の平均点で評価する。ただし、前期中間試験について６０点

に達していない者には再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として試験の成績を再試

験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること。 
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